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論文内容の要旨及び審査結果の要旨
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自己修復能の乏しい半月板に対して、 自家脂肪由来幹細胞(ADSC)をシー ト状に加工したADSCシ
ー トをウサギ半月板欠損モデルに移植し、 半月板再生促進効果を検証した。

成熟した雌日本白色家兎42羽を対象とし、 ADSCを抽出した後、 第3継代目の培養液にアスコルビ

ン酸を添加した。約1週間でシー ト状に培養されたADSCをADSCシー トとして用いた。また、ADSC

シー トを液体窒素で凍結処理することにより、 シー ト内の細胞を死滅させた細胞死シー ト(CD シ
ー ト）を作成し、 シー ト内の生きた脂肪由来幹細胞の影響について検討した。40羽のウサギの両膝関

節の内側半月板の前半分を摘出し、片膝には自家ADSCシー トもしくはCDシー トを移植し、反対膝

はそのまま閉創した。 移植後4.12週で屠殺し、 内側半月板を摘出した。

摘出した半月板組織の面積および内側側副靭帯の内側での半月板横径、 再生組織の組織学的スコアを

3群間で比較検討した。 また、 DilにてラベリングしたADSCシー トとCDシー トを作成し、 ウサギ

2羽に移植後2週で屠殺し、 摘出した膝関節を脱灰凍結切片として蛍光顕微鏡で観察した。

再生組織の面積および横径は4週、 12週共に有意にコントロ ール群と比較しADSCシー ト群で大き

かった。 組織学的スコアは4週では有意にコントロ ール群と比較しADSCシー ト群で大きく、 12週

では有意にコントロ ール群、CDシー ト群と比較しADSCシー ト群で大きくなっていた。 Dil標識し

たADSCシー トを移植した膝の凍結非脱灰切片では、移植部位の再生半月板および関節内の滑膜に蛍

光標識した細胞の存在を認めた。

ウサギ半月板欠損モデルにおいて、 自家ADSCシー トを半月板欠損部に移植することにより、 再生組

織の容量が大きくなり、 組織学的スコアが大きくなった。 ADSCシー トはウサギ半月板欠損モデルに

おける半月板再生促進効果を有することが示唆された。

本研究によって間葉系幹細胞の一種である脂肪由来幹細胞に多くの利点があることが示され、 その多

分化能に着目して自家脂肪由来幹細胞シー トの創出に成功し、 ウサギにおいて半月板の再生促進効果

を示した臨床的意義の高い労作であり、 学位に値すると評価された。


